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メタバース上で行った国際交流学習に関する

実践報告 

阿部公彦 

明道中学国際部 教師 

要約 

コロナ対策のため台湾の教育機関でも対面授業が行われなかった期間が

あったが、その間各教育機関では従来とは異なる授業方法を模索し、新しい

ICT ツールなどが使われるようになった。その最たるものがオンライン会議シ

ステムによる授業で、筆者も例に漏れず、その授業方式で語学を学ぶための授

業や活動、または交流などを如何に効果的に行うか模索した。しかし教師と学

習者がオンライン上にいることを一番生かすためには、メタバースプラットフ

ォームの方がより効果的な場面が多いのではないかと考え、メタバース内での

授業というものに取り組んできた。本稿ではその取り組み、特にメタバースを

利用した国際交流学習の活動を整理し、学習者はその中でどのように日本語能

力を使用したのか、学習者たちの様子を観察することで考える。 

キーワード：ICT，メタバース，オンライン教育，交流学習文 
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はじめに 

新型コロナウイルス感染症によるパン

デミックで、世界中の学校ではオンラインに

よる授業に移行したが、他国に比べ感染拡大

をコントロールできていた台湾も例外では

なく、一時オンライン会議システムによる授

業に移行した。このオンライン会議システム

による授業は、一部の教師からは不満の声が

聞かれたわけだが、筆者自身も違和感を感じ

ることが多かった。木原・板橋・河住・高邑 

(2005)では、初級レベルで学習する場所に関

わる指示語や「行く、来る」などの説明や練

習の難しさ、また場を共有していないという

感覚や非言語的な要素の伝わりにくさなど

がデメリットとして挙げられ、李(2022)では

学生やグループを特定して何かを指示する

ことの困難さなど実際の会話同様のインタ

ラクションができないことが挙げられてい

る。それは Google Meet、もしくは Zoom 等

のようなオンライン会議システムでは基本

的にディスプレイに映った平面上で教師は

授業を行い、生徒は授業に参加するという形

態なわけだが、それがデメリットを生む一つ

の大きな要因と考える。 

しかしながらオンライン会議システム

を利用した授業は筆者に大きな気づきをも

たらした。それはオンラインによる授業は教

室内という環境が生む地理的物理的な制限

に拘束されないということ、例を一つ言えば

教室にいたとしても教室の外とつながるの

が容易であるということである。ただ、先ほ

ども述べたように平面上でしか授業ができ

ないオンライン会議システムでは、できるこ

とに限りがある。では、平面ではなくデジタ

ル上の三次元空間で対話できる仮想空間で

アクティビティを行えばいいのではないか

というのがメタバースを授業に利用しよう

と思った一番の理由である。 

今回はその取り組み、特にメタバースを

利用した国際交流学習の活動を整理し、学習

者がどのように日本語能力を使用したのか、

生徒たちの様子を観察することで考える。 

利用したメタバースプラットフ

ォーム 

メタバースというとヘッドマウントデ

ィスプレイ(HMD)を装着することで入るこ

とができるバーチャルリアリティの世界と

いうものを想像されがちだが、実際はもっと

広義である。メタバース自体の定義について

は 米 国 ベ ン チャ ー 投資 家 の Matthew 

Ball(2020)が 7 つの項目に整理した事項が有

名である。しかし様々な意見があるため、こ

こでは一般的によく言われている”アバタ

ーとして何かしら活動をするために入るデ

ジタル上の仮想空間”と説明したいと思う。

そしてその仮想空間は、インターネット上に

仮想空間を提供している各プラットフォー

ムが準備したものもあれば、ユーザーが自分

で制作したワールドもある。そのワールドと

呼ばれる仮想空間が非常に多種多彩で、それ

がメタバースの魅力となっている。 

一般的なユーザーがメタバースに入る

ためには、メタバースプラットフォームを利

用するわけだが、教室で利用するためにはい

くつかの制限があった。それはパソコン、も

しくはスマートフォンに対応できるプラッ

トフォームであること、もう一つはマイクを

使った音声会話ができることである。それら

の条件で、授業やアクティビティに利用した

メタバースプラットフォームが cluster、

Mozilla Hubs、NTT DOOR の三つである。ま

ずこの三つの特徴を表で紹介する。 

表１ メタバースプラットフォームの比較 

メタバース 

プラットフ

ォーム 

対応ハードウエア 
専用 

ソフトウエア 

マイクによ

る音声通話 

ワールド 

制作 

ワールド内

の機能 
アカウント 

cluster OS が Windows、Mac の 

デスクトップパソコン 

OS が iOS、Android の 

スマートフォン 

VR ヘッドセット 

必要 可 可 豊富 必要 

Mozilla Hubs 同上 不要 可 可 シンプル 不要 

NTT DOOR 同上 不要 可 可 シンプル 不要 
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上記の通り NTT DOOR と Mozilla Hubs

は特徴が似ているが、それは NTT DOOR の

システムはMozilla Hubsのものと同じものを

利用しているためである。しかしながら、

NTT DOOR の機能は Mozilla Hubs で使える

機能より若干少ないのが特徴になっている。 

メタバースプラットフォームを

利用した国際交流学習について 

メタバースプラットフォームを利用し

て、ひらがな学習用アクティビティ、リスニ

ングをして指定された場所を探すアクティ

ビティ、会話練習、国際交流学習などを行っ

たが、今回はそれらのうち日本にある中等教

育機関との間で数回行われた国際交流学習

について紹介したい。また、その国際交流学

習における学習者の行動を観察しどのよう

な運用能力を利用していたのか考える。 

メタバースプラットフォームを利用し

たのは 3 回で、Mozilla Hubs、NTT DOOR、

cluster を 1 回ずつ利用した。 

交流相手となる学校は日本にある中等

教育機関で、こちらの参加者は A1 レベルか

ら B1 レベルと日本語のみによるコミュニケ

ーションは難しい参加者もいたため、コミュ

ニュケーション言語は日本語または英語と

設定した。時間は毎回約 80 分で行った。人

数、学年に日本語と英語のレベルは以下の表

の通りである。 

表２ 交流に参加した生徒たち 

 人数 学年 
日本語の

レベル 

台湾の

生徒 
10 人 

中学 2 年生から 

高校 2 年生まで 

CEFR 

A1 から

B1 

日本の

生徒 

8 人から

12 人 
不要 

ネイティ

ブスピー

カー 

1 回目の交流 

1 回目の交流は Mozilla Hubs を使い、質

問しあい誕生日の順に列を作るなどのよう

に集まって行うアイスブレイクのようなゲ

ームを行う予定であった。しかしながら、残

念ながらそれはうまく進行できなかった。

Mozilla Hubs は音声を発した人との距離によ

って聞こえる音声の大きさが変化するのだ

が、これらのアクティビティでは人が複数集

まり発話し合う状況ができてしまったため、

近くにいる生徒の音声が全て同時にイヤホ

ンから入ることになり非常に話が聞き取り

づらい状況になってしまったのだ。そのため、

急遽メタバース上に作られたホール内でグ

ループを作り、できる限り各グループと距離

を取った上で会話するという方法に切り替

えた。その際のグループ作りに関しては交流

相手とグループを作るというルール以外は

特に教師が指定するのではなく自由にグル

ープ作りをしてもらった。 

 

図 1 Mozilla Hubs でグループに分かれて交流している様子 

積極的な生徒は近くにいる相手校の生

徒を誘い、他のグループの話し声が聞こえな

いところまで移動し会話を始めた。それほど

積極的ではないものの会話に入ろうとする

意思がある生徒は、歩き回りそのグループが

何を話しているのかを近くで聞いてみて、興

味がある内容だったらそこに入ることに決

めていたようだ。そして、どうしたらいいか

わからなく、孤立した生徒に対しては教師が

巡回し声がけをし、できるだけ会話に加わる

ように促した。 

この一回目の交流学習に関して言えば、

計画が十分に練られていなかったなど反省

点は非常に多かったが、参加した生徒たちの

反応は意外に好意的だった。参加者からいく

つかの理由が聞かれたが、そのうちの一つが

自分の顔を表示しなくてもいいということ

だった。オンライン会議システムだと相手が

カメラをオフにすると、相手から見られてい

るという意識が感じにくく話しにくい。とは

いえ自分自身もまだ親しくない相手にビデ

オをオンにするには躊躇があったそうであ

る。その点で言えば Mozilla Hubs はデフォル

トは自分の顔を表示させないようになって

おり、またアバターの顔の向きで相手がどち

らを向いているのか想像しやすいから話し

やすいという点をあげていた。または自分で

歩き回って話が合う相手を探すという自由

度に対し肯定的な意見を述べる参加者もい

た。 
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2 回目の交流 

前回の反省を踏まえ 2 回目はグループ

になってタスクをこなすというアクティビ

ティに変更した。タスクの内容は、教師があ

らかじめ準備した 3 つのワールドで撮影し

た写真を参加者に見せ、その写真に写ってい

るものをグループで探しに行き、見つけたら

一緒に記念撮影をするというタスクだ。前回

すでに自己紹介などのトピックでおしゃべ

りをしたため、今回は会話の種に欠くかもし

れないということを考慮した結果、何かしら

テーマがあるワールドを回ってもらったほ

うが、それらのテーマが新しい話題となり、

会話が進のではないかと期待した。それから

何かを探す、もしくは一緒に写真を撮るなど

のタスクを実行するために言語を運用する

ことも期待した。 

 

図 2 NTT DOOR 内のワールドで撮影した記念写真 

結果的にはワールドのテーマに即した

会話というのはなかなか生まれなかったよ

うだ。理由は探すことに懸命になるあまり、

ゆっくりおしゃべりするという雰囲気には

ならなかったようだ。逆に探すというタスク

のために言語を運用するという部分は思っ

た以上にうまくいった。「こっち、こっち」

「そっちにありません」「ここです。ここ」

と言った声はいろいろなところで上がり、写

真を撮る際も「写真を撮りましょう」「(写真

を見て)〇〇さんがいない」などの発話をし

ている生徒もいた。第二言語習得論では、現

実に即している言葉をインプット、あるいは

アウトプットすることで言語能力は上達す

ると言われているが、先ほどあげたような言

葉はなかなか教室内では意味がある言葉と

して発話されないため、この交流は言語学習

にとっても非常に有意義であったと思われ

る。 

反省点としては、先ほども挙げたワール

ドのテーマに即した会話が生まれなかった

ことであるが、それはまた何かを探して写真

を撮るというのとはことあるタスクを組み

合わせることで解決できると考えるが、それ

は今後の課題とした。 

3 回目の交流 

2 回目の交流では NTT DOOR を利用し

たのだが、NTT DOOR のアバターは基本、話

したり、写真を撮ったりすることしかできず、

ワールドも何かを見て回るものが多かった

ため、前回と違う活動案が思いつかなかった

のもあり、3 回目は cluster を利用した。前節

のプラットフォームの比較でも述べたよう

に、cluster は見て回れる美しいワールドや興

味深いワールドだけではなく、ワールドに様

々なギミックを設置することができ、まるで

ゲーム空間のように遊ぶことができるのが

特徴だ。また、今回の交流で使用した３つの

プラットフォームの中で一番機能が多いの

が、この cluster であった。 

この回のタスクのルールは前回よりも

緩やかにし、自分が行ってみたいと思うワー

ルドを相手校の生徒と会話をしながら巡り、

自分の気に入ったところで写真を撮ってく

るというものにした。先ほど述べた通り、タ

スクをこなして回るようなものにすると、こ

なして回ることに頭が入ってしまい、ゆっく

り会話することができないのではと思った

からである。 

 

図 3 cluster 内のワールドで記念写真している様子 

結果は相手を探し、いくつかこちらが提

示したワールドを回りながら楽しく会話し

たようである。自由会話以外で気になった会

話は説明する会話と約束する会話である。先

ほど述べたように cluster はワールドによっ

て様々なギミックで遊べるようになってい

る。今回生徒たちに紹介したバーチャルあべ

のハルカスにはゴーカートで遊べるギミッ

クがあり、それに乗って走り回ることができ

るのだが、説明が書かれているところに気が

付かず直接遊び始めたグループがいくつか
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あった。普段からゲームなどに慣れている生

徒はすぐ乗れるようになったのだが、そうで

はない生徒はそういうわけにはいかず四苦

八苦していた。それらの様子を後ろから観察

していたのだが、中には操作方法を教え合い

始めたグループがいくつかあった。「そこを

押して、違う、違う、そうそうそれから」な

どのような発言が生徒の口から発せられ、普

段使い慣れない言葉をなんとか相手に伝え

ようと必死になっているようだった。また台

湾側の生徒が操作方法を習っている場合は

「ちょっと待って、ゆっくり話してください」

「ええと、どっちですか？」などのような、

これもなかなか教室内では自然に使う場面

があまりない言葉が聴かれた。 

 

図 4 cluster 内のワールドでカートに乗って遊んでいる

様子 

またいくつかワールドを移動してもら

うことにしたのだが、そこでは相手を誘って

他のワールドに行くという会話も見られた。

どの教科書にも乗っているような相手を誘

って遊びに行く会話だが、台湾で学習しても

中々使う機会がないことを考えると、これも

いい練習の機会になったのではと思われる。

ワールド間の移動をする際、はぐれてしまう

ケースがあったようで、グループによっては

ワールドの移動後の行動について「次のワー

ルドに行ったら動かないで」というなど約束

に工夫をしていたグループも見受けられた。

この回は台湾側、日本側ともに満足度が非常

に高く、できることならそれ以降も cluster に

よる交流を続けたかった。しかし、残念なが

らそれは叶わなかった。その回は交流の相手

校が長期休暇中だったおかげで、参加者は自

宅から自分のデバイスを利用して交流に参

加していた。しかしその後相手校の学期中に

cluster による交流を計画したのだが、相手校

にあるパソコンのスペックが cluster をイン

ストールするのに十分ではないという問題

に直面した。また、日本側の生徒のスマホな

ど生徒のデバイスの使用を考えたのだが、相

手側の学校は校内でのスマートフォンの利

用は基本校則違反で、許可を得る申請のプロ

セスが非常に煩雑であるためそれも難しく、

cluster による交流は続けることはできなか

った。 

オンライン会議システムを使用

した交流との違い 

メタバースを使用した国際交流をする

以前、筆者と筆者のクラスで学ぶ生徒たちは

オンライン会議システムを使用して幾度か

異なる学校と交流を行ってきた。交流の内容

は、何かテーマを決めそれをプレゼンテーシ

ョンソフトで発表、それに対する質疑応答と

いうのが一つ、もう一つはテーマを決めての

自由会話である。どちらも人が多くなってし

まうと一部の参加者が一方的に話すという

形になりやすいので、ブレイクアウトルーム

に分かれて交流を行っていた。メタバースを

利用した交流では発表は行わなかったが、テ

ーマを決めた上での自由会話はオンライン

会議システムでもメタバースを利用しても

行ったので、その比較をしたいと思う。 

オンライン会議システムを利用した自

由会話の交流では、楽しく自分の好きなこと

を話すグループもあったが、中にはグループ

の全員が全く言葉を発していなかったブレ

イクアウトルームもあった。理由は幾つが挙

げられると思うが一つはオンライン会議シ

ステムは基本的に言葉でのやり取りが主に

なるということだ。言語スキルや言語による

コミュニケーションスキルが高い学生には

たやすいが、そうでない生徒にとっては難易

度が高い。ブレイクアウトルーム内にいても

全く会話に参加しない学生がでるというこ

とが起こったようだ。こうなってしまうとそ

の生徒が交流に参加しても得るところがな

くなってしまう。 

また、ブレイクアウトでの交流となると

オンライン会議システムの仕様上、そのブレ

イクアウトルームに入らないと様子がわか

らないという欠点があった。教師が周り静か

になったブレイクアウトルームで盛り上げ

ても、その後教師が他の部屋に行ってしまう

と、静かになってしまうということもあった

そうだ。ここでグループに分かれて活動をし

た場合、オンライン会議システムとメタバー

スによる交流の比較を表にして整理してみ

たい。 

 



 

130 

表３ 交流に参加した生徒たち 

 
オンライン会議

システム 

メタバースプラ

ットフォーム 

グループ分

けの 

活動をする

方法 

ブレイクアウトル

ームなどを使用 
３D 空間で実現 

グループの

外から中の 

様子が見ら

れるか 

中に入らないと

わからない 

近くで話を聞く

ことができる 

出入りの際の心

理的負担 

部屋を出ることへ

のプレッシャー 

自由に動いていて

も違和感がない 

教師が全体を 

チェックす

る場合 

教師が俯瞰的に

確認できない 

教師は３D 空間で

様子を見回せる 

初めて話す、もしくはあまり面識ない人

とのおしゃべりは難しいものである。オンラ

インによる交流での自由会話は、上記の表で

みてもわかる通りメタバースプラットフォ

ームを利用した方が参加者の心理的負担は

小さいのではと考える。 

それ以外で目についたのが、目的を達す

るために言葉に動作を付け加えてコミュニ

ケーションをとっている生徒がいたことで

ある。もちろん現実世界のようにはいかない

が、アバターのポーズやジャンプ、移動など

で相手に意思を伝える生徒がいたことが印

象的だった。それは言語スキルや言語による

コミュニケーションスキルのみで行われる

オンライン会議システムによる交流との大

きな違いで、様々な学習者がいる中で学習者

が思い思いのストラテジーでコミュニケー

ションを取ることができる環境は好ましく

筆者の目には映った。 

終わりに 

今回はメタバースプラットフォームを

利用した 3 回の国際交流を紹介したが、その

後の状況の変化で残念ながら 3 つのプラッ

トフォームのうちの一つは台湾の教育機関

で利用するのが難しくなっている(1)。このメ

タバースという新しい潮流の影で、サービス

の閉鎖、もしくは既存プラットフォームの規

約変更や有料化などは今後もどんどん起こ

りうることで、過渡期である現在は一つのプ

ラットフォームに頼り切るのではなく、いく

つかのプラットフォームをチェックしてお

く必要がある。しかしそのような状況だとし

てもメタバースの使用を躊躇するべきでは

ないと思う。メタバース内での練習はオーセ

ンティックな文脈をつくり出すことができ、

その上での学習は第二言語習得(SLA)の分野

におけるいくつかの理論と一致している

Paul Jacobs(2022)，佐藤有里(訳)(2022)。より

効果的な日本語運用能力やコミュニケーシ

ョン能力の向上を求めるのであれば、将来的

にメタバースという学びの場を有効に利用

しない手はなくなるからだ。 

今回は国際交流でのメタバース利用を

主に紹介したが、いかにメタバース上で国際

交流を行うのか、どんなアクティビティを準

備するのかは、学習者のレベル以外にも、ど

のプラットフォームを利用するかなどによ

って大きく異なる。ただ異文化交流や日本語

運用能力のための練習の場としてメタバー

スは大きな可能性を秘めており、今後も注目

していきたい。 

注：この交流をしていた時期は cluster の教育利用はグ

レーゾーンだったのだが、2023 年 7 月 11 日にクラ

スター株式会社が日本における一条校での利用を

無償化すると発表。これによって、それ以外の教育

機関での利用は事実上、有料となった。ただその後

のイベントで cluster の CEO が課金などの営利目的

ではない教育機関での使用に対しては目を瞑ると

いう発言をしたこともあり、一般的な教育機関であ

れば、授業の活動で使っても問題はなさそうである。

また Mozilla Hubs は 10 人を招待できるワールドは

無償で利用できるが、それ以上は有償になった。し

かしその使用料を台湾から支払うことはできない

ので、事実上 11 人以上を一つのワールドに招き入

れる活動は現在難しい状況になっている。 
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